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第１ 開会

○司会

（政策企画部長）

 皆さまお揃いのようでございますので、これより令和２年

度第１回総合教育会議を開催させていただきたいと思いま

す。

 本日は大変ご多用の中、教育委員の皆さま方よりお集まり

いただきまして心より御礼を申し上げます。ありがとうござ

います。

 政策企画部長の三富と申します。どうぞよろしくお願いい

たします。

 本日の議題は、お配りしてあります次第にありますように、

新型コロナウイルス感染症対策の取組につきまして、そして、

子どもたちの笑顔のためにという副題がついてございます

が、それを議題といたしまして、今年３月以降の新型コロナウ

イルス感染症対策に対する本市の教育関係にかかわります取

組の状況につきまして、これまでの経過や現在の状況を報告

させていただき、また、今後の取組や課題を共有する機会とさ

せていただければと考えております。

 それでは、ここからの議事進行を市長にお任せしますので、

よろしくお願いいたします。

第２ 議題

○市 長  皆さんこんにちは。

 大変お忙しい中、第１回新潟市総合教育会議に皆さまから

ご出席をいただきまして、大変ありがとうございます。

 また、５月 25 日に全国の緊急事態宣言が解除されましたけ

れども、皆さまからは感染拡大防止に本当に多大なご協力を

いただきまして心より感謝申し上げます。

 これまで、皆さまに会議の開催を呼びかけるようなことも

できませんでしたけれども、ようやくこうして会議ができる

ようになったということを実感いたしております。

 それでは、議題に入らせていただきたいと思います。

 「新型コロナウイルス感染症対策の取組について～子ども

たちの笑顔のために～」に関して事務局から説明をお願いし

ます。

○事務局

（教育総務課長）

 それでは私の方から配布資料に基づきましてご説明をさせ

ていただきます。配布資料の１ページをご覧ください。 

 はじめに、これまでの経過と取組についてです。 

 ２月 27日、国が全国一斉の学校の臨時休業の要請を行った

ことを受け、本市におきましては３月２日から春休み休業期

間前まで一斉臨時休校を行うことといたしました。 

 その間、学校園の再開に向けて感染症予防対策の徹底を図
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るため、本市独自の学校園再開に向けたガイドラインを策定

したほか、各学校園では実態に応じた具体的な対応策を春休

み休業の間に講じるとともに、教育委員の皆さまからもご審

議の上、ご了解いただき、４月６日に学校園は再開いたしまし

た。 

 ガイドラインでは、「感染症予防対策の徹底」のほか、「子ど

もをよく見ること」、「未学習内容の確実な実施」などを重点的

に示しておりますが、学校園の再開後は、特に子どもの心身の

ケアに配慮する必要があるため、別途「子どもの心身のケアハ

ンドブック」を策定し、子どもの心の健康問題を早期発見し、

早期対応が行われるよう努めてまいりました。また、不安で登

校できないという子どもに対しても学習面で不利益にならな

いよう、保護者と連絡を取りながら学習の課題を提示したり

し、しっかりと指導を行ってまいりました。 

 しかしながら、学校園が再開し、ようやく軌道に乗り、子ど

も達の笑顔が戻り始めてきたところでございましたが、４月

７日の緊急事態宣言の発令などにより、公共交通の利用が多

く、新型コロナウイルスの感染リスクが高い市立高等学校等

を４月 15日から臨時休校といたしました。さらに緊急事態宣

言の全国への拡大を受け、小中学校などにおいても子どもた

ちの心をしっかりと安定させるために、一定の準備期間を設

け、４月 23 日から５月の大型連休明けまで臨時休校にするこ

とといたしました。その後、緊急事態宣言の延長を受け、学校

園の休校を延長せざるを得なくなりましたが、その間、子ども

達の学習を保障するため、５月 14 日からは午前、午後の分散

登校を実施するとともに、27 日からは子どもたちの生活リズ

ムを整えることを考え、午前登校及び給食を実施し、６月 1日

の学校再開を迎えたところでございます。 

 なお、学校園の再開を６月 1 日にさせていただきました理

由といたしましては、５月 14 日に本県に対する緊急事態宣言

が解除されたものの、子ども達や保護者の方々の混乱を極力

避けたいということのほか、分散登校の毎日実施や、分散登校

期間における学習内容を充実させてきたこと、本格的な学校

園の再開に向け、児童生徒及び学校の準備期間の必要性も鑑

み、設定をさせていただきました。 

 学習の保障につきましては、休校期間中、家庭学習資料の配

布だけではなく、新たな取組として学習支援コンテンツのイ

ンターネット配信や、テレビ放映などを実施いたしました。ま

た、子ども達の安全な居場所づくりのため、学校と放課後児童

クラブが連携し、三つの密を避けるためさまざまな工夫を行
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うとともに、放課後児童クラブでは開設時間の前倒しや教員

ＯＢによる支援員の確保などにより、放課後児童クラブの体

制整備を行うとともに、学校においても先生方による子ども

の預かりを実施し、子どもたちが安心して過ごせる居場所づ

くりに努めました。加えて地域の方々からは分散登校期間も

含め登下校の見守りを行っていただくなど、引き続き子ども

の安全確保のためご協力をいただいたところでございます。 

 これらの取組は、各学校園でもさまざまな工夫を凝らし取

り組むとともに、ホームページに掲載し、他の学校でも参考に

するほか、市民や保護者の皆さまがそれを見て安心していた

だけるように取り組みました。 

 次のページをご覧ください。 

 「学校園再開後の取組」についてです。３月の一斉臨時休校

以降、学校や放課後児童クラブ、そして地域や家庭においてそ

れぞれが連携し、子どもたちの安心安全のためにさまざまな

取組を行ってまいりました。このたびの学校園再開に当たっ

ても、学校園では学校生活をより充実させるため、学校の声も

聞きながらガイドラインを改訂し、感染予防対策を徹底しな

がら子どもたちをよく見て、心身のケアを行うとともに学習

の保障を行っていきます。 

 放課後児童クラブでは、学校園の再開後も感染予防対策を

徹底するため、十分なスペースの確保、預かり場所の分散のた

め、学校施設を開放するほか、学校職員との協力などにより人

的補助を行うなど、これまで以上に垣根を越えた連携を図っ

てまいります。 

 また、ＰＴＡをはじめ保護者の方々やコミ協の役員、学校評

議員など、地域の方々へ本市の教育や子育てに関する取組や

情報を積極的に発信し共有することで、地域や家庭と協力し

ながら子どもたちを見守ってまいります。これからも、子ども

たちが安心して友達や先生方と過ごし、いつでも笑顔があふ

れる生活が送れるよう、学校園や放課後児童クラブ、地域や家

庭がそれぞれの取組を強化するとともに、これまで以上に連

携していく必要があると考えております。 

 次のページをご覧ください。先ほどご説明しました「学校園

の具体的な取組」についてでございます。 

 はじめに、感染症予防対策の徹底として、換気の徹底やマス

クの着用、校内の消毒のほか、一方方向で食事を行うなどとい

った給食時の留意など、さまざまな取組を実施するほか、新し

い生活様式の実践では、学校生活における保健的な面、感染予

防的な面から配慮すべき項目をまとめた本市独自の児童生徒
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向け指導資料を活用し、子どもたちへ周知を図るほか、「にい

がたし」の合い言葉に基づいた新しい生活様式などを記載し

た家庭配布資料を用いて、学校だけではなく家庭でも新しい

生活様式について話し合ってもらうことが大切であると考え

ております。 

 「子どもをよく見る、そして心身のケア」では、環境の変化

などに伴うストレスや感染への不安を抱えている子ども、生

活リズムが乱れている子どもなどを認知し、言動に気を配る

とともに、保護者や専門家、スクールカウンセラーなどの関係

機関と連携を図り、健康問題を早期に発見し、対応することで

子どもたちの健やかな成長につなげてまいります。 

 さらに、感染者濃厚接触者への偏見、差別を絶対にしない、

させないことも大変重要なことであり、適切な知識のもと、子

どもの発達段階に応じた指導を行っていく必要がございま

す。 

 「学習の保障」では、学習内容や不足時数を考慮し、校時表

や時程の弾力的な運用を行うほか、各種行事の精選や縮小、夏

季休業の短縮などを行うことで、子どもたちに負担をかけず

ゆとりを持った教育課程の再編成を行っていきます。 

 いずれにしましても、あらゆる面において本市がこれまで

一番大切にしてきた子どもたちをよく見ながら、子どもたち

の笑顔のために、我々にできることを全力で取り組んでまい

りたいと考えております。 

 なお、国では今後、２次補正予算に伴いまして、子どもたち

の学びの保障として、教員の加配や学習支援員の追加配置な

どのほか、各学校が必要とする経費の支援に加え、ＩＣＴ端末

等を活用した家庭学習のための環境整備を進めていくことと

しております。 

 ＧＩＧＡスクール構想に関しては、本市においても先の５

月市議会臨時会におきまして、児童生徒一人１台端末の整備

について市議会より議決をいただき、年度末の端末導入に向

けて準備を進めるとともに、併せてＩＣＴ活用計画の策定や

教職員への研修、パイロット事業の実施などの取組を進めて

いきたいと考えております。 

 ４月の学校園再開後、感染が不安で学校に登校できない児

童生徒がおりましたが、現在にかけて、その人数は日々減少し

ております。これからも子ども達が安心して友達と過ごし、一

緒に学べる学校づくりに向けて、教育委員の皆様からもご意

見を頂戴しながら、全市が連携し、あらゆる取組を進めていく

必要があると考えております。 
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 説明は以上となります。 

○市 長  ありがとうございました。 

 今説明がありましたように、これまでめまぐるしく対応に

迫られてきましたが、６月 1日からは学校が本格的に再開し、

徐々にではありますが普段の日常が戻り始めています。 

 学校の再開に向けては、本市のガイドラインや新しい生活

様式に関する資料を作成し、学校園で活用していただいてい

ますが、感染症予防対策を行いながら教育活動に取り組むこ

とは様々な点で制約があり、学校を取り巻く環境はこれまで

と違ったものになると思われます。 

 これまで経験したことのない状況に直面し、大人も子ども

もいろいろな面でストレスが溜まっているかと思います。特

に子どもにとりましては相当の負担がかかっているはずであ

り、事務局の説明でも触れていただきましたが、子どもをよく

見る、そういうことが最も大切であり、子どもたちの変化を見

逃さずにしっかりと対応してほしいと思っています。 

 学習の保障については、児童生徒に負担をかけずに授業時

数を確保するとともに、部活動においても特に中学校３年生

の生徒の心情に寄り添った配慮が必要と考えており、子ども

たちの目線に立った取組がより一層求められております。 

 現在、一部の地域では新型コロナウイルス感染症の第２波

の動きがあり、本市においてもきめ細かな感染予防対策を行

いつつ、地域や保護者の皆さまに対しましても、周知や情報提

供や不安を和らげるような取組を行い、一緒になって子ども

たちを見守っていきたいと考えております。 

 ということで、学校の再開後の取組ということについて、教

育委員の皆さまのご意見をいただければと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 田中委員、お願いいたします。 

○田中委員  先ほどの資料にもありましたように、４月６日に学校園が

再開したときには、休校からいきなり再開モードに入ったわ

けですね。そのために子どもたちは、友だちと会えるという喜

びがあったわけですが、それと同時に戸惑いを感じる子ども

も多かったと聞いています。しかしながら、この６月１日から

の再開には、分散登校があり、その後、午前のみ給食を食べて

お帰りというような、段階を経て通常登校になっていきまし

たので、どの子も落ち着いて学校再開を迎えることができた

ようでありました。確かに子どもたちは、学校が再開すること

をとても楽しみにしていましたし、友達と一緒に勉強したり

遊んだりすることができるということを嬉しく感じている子
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どもも多かったようであります。 

 しかしその一方で、常にマスクを着けるとか、頻繁に手洗

い、うがいをする、友だちとの距離を空ける、大声を出しては

いけない、給食は全員前を向いて、余計な話はしない、家に帰

ってからも友だちの家に遊びに行ってはいけない、などのこ

れまで当たり前のようにしてきたことができなくなりまし

て、市長も言われているように相当な負荷が子どもたちの心

に重くのしかかっているように感じられます。実際、子どもの

様子が以前の子どもたちとは変わってきているみたいだと、

非常に心配だというようなことを話す先生もいました。 

 そこで、市長が言われているように、やはり、まずはアンテ

ナを高くして子どもをよく見るということを、学校はもちろ

んですが家庭でも地域でも積極的に行いまして、情報を共有

することがとても大事だと考えます。そのうえで、子どもが安

心するような声かけを行っていくとか、あるいは子どもが笑

顔を見せるような、そういう楽しい活動、そういうものを学

校、保護者、地域が一体となって取り組んでいく必要があると

いうことを感じております。 

○市 長  ありがとうございました。 

 渡邉節子委員、お願いします。 

○渡邉（節）委員  今の田中委員のご発言と重なるところもあるのですが、子

どもたちをよく見る、そしてケアをするということは一番大

事なのではないかと感じております。 

 その中で、今、新潟では感染が収まっているのであまり心配

ないのですが、今後、感染者が学校から出たりといったときの

偏見とか差別とか、いろいろなところで言われていることで

すけれども、その時にどんなふうに一緒に考えられるか、指導

できるかということが、やはり大きな課題かと感じます。これ

については、ニュースなどを見ると大人たちが差別をしてい

るというようなことが、本当にいろいろなところから聞こえ

てきますし、私自身、３月に新潟で感染の方が出たときに、や

はりちょっとこわいなとか、あの辺にはなるべく行かないよ

うにしようとか、いろいろなことを考えました。 

 そのときに、差別ということと区別するというか、例えば、

今は感染のリスクがあることだから、こういった関わりはし

ない方がいいとか、差別と区別というのはとても難しいなと

いうことを自分自身でも感じました。大人も難しく、また、簡

単に割り切れることではないので、考えながらケースバイケ

ースでやっていかなければいけないかなと思います。そのと

きに、結局何が一番大事なのかと考えると、やはり相手への思
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いやりというのでしょうか、相手の立場に立つとか、やさし

く、すごく抽象的な言葉になってしまうのですが、そういった

ことが基本なのではないかと、そこで判断することになるの

ではないかと、私自身は考えました。 

 学校の先生方も、今そういった人権教育ですとか、どんなふ

うに教えるかということでいろいろ考えて取り組んでいらっ

しゃるということでしたが、丁寧に、１回で知識として分かる

ことではないので、丁寧に取り組むことが必要ではないかと

考えています。 

 そのことと関連して、学校の取組の新しい生活様式の実践

のところで、そういったことを子どもたちも教えているとい

うもので、新潟市の教育委員会の方から出している資料があ

りますが、その資料の中を読んだときに、ソーシャルディスタ

ンスをどうとるかというあたりで、「キーワードは『やさしい

想像力』」というのが校内での過ごし方というところにあっ

て、相手のことを想像して、距離を保ちながらも相手のことを

想像しようということが書いてあり、本当にそうだなと思い

ました。 

 私が分からないところでも、きっと先生方はいろいろな資

料を作ったり、教えたりしていらっしゃると思うのですが、こ

れは人権教育として大事なところだと思いますので、丁寧に

取り組むことが大事だと考えています。 

○市 長  ありがとうございました。 

 大宮委員、お願いします。 

○大宮委員  先ほど最初の説明の中で、総務課長からありました国の 

２次補正の、教職員の加配の件で、やはり子どもたちのケアも

大事なのですが、先生方もそれによって大分忙しくなってき

ている部分があると思います。子どもたちを見るためには、人

的により多くの大人の目があれば、それだけ安心して親御さ

んも学校に通わせることができると思いますので、国の補正

予算を十分に活用していただいて、取組をよろしくお願いし

たいと思います。 

○市 長  ありがとうございます。 

○山倉委員  なかなか学校に行けないことで、各種行事の縮小、夏季休業

の短縮ということで、仕方がないと思うのですが、やはり中学

３年生などは部活の試合がなくなったり、修学旅行もどうな

るか分からないということで、最後の卒業式のときに、今年は

コロナで大変な１年でしただけではなくて、やはり学校は楽

しかったなという、楽しい思い出づくりをすることも大切だ

と思うので、できるだけ行事、できる範囲でいいですが、やは
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りみんなと一緒に行事をする、盛り上げるということも大切

だなと思います。 

○市 長  ありがとうございます。 

 小野沢委員お願いします。 

○小野沢委員  子どもたちの笑顔のためにというので、ガイドラインが大

変きめ細かく用意されていて、読んでいく中で、スタートカリ

キュラム小学校１年生の部があるのです。その中に、できるこ

ともできないことも受け止める、徹底的に寄り添うという文

言がありました。これは、小学校１年生だけではなく全学年、

そして子どもの笑顔のためを考えたら、先生方の笑顔も大切

ですし、親御さんの笑顔も大切なので、できることもできない

こともみんなが受け止めるという、それが発信できるという

環境がとても大切だと思います。 

 それと、中にエア握手など、楽しい挨拶を考えましょうとい

う文言がありました。私たちが考えていると、ただ単に手を振

るぐらいしか思いつかないかもしれないのですけれども、子

どもたちが考えると、エア握手ですとか、楽しい挨拶が、くる

っと回ったり、もしかしたら首をかしげるかもしれないし、そ

ういう子どもたちがアイデアを出してくれたものをどんどん

取り入れて、それこそ市長が何かの折に、子どもたちが考えて

くれた挨拶です、と使ってくださったりすると、全体に楽しさ

も広がっていくのではないかと思いますので、各学校からそ

ういう情報を集めて、エア握手ですとか楽しい挨拶、距離を保

ってできることというのをどんどん吸い上げていただきたい

と思っています。そこから楽しさが、笑顔につながっていくよ

うな気がします。 

○市 長  ありがとうございます。 

 渡邊純子委員、お願いします。 

○渡邊（純）委員  子どもたちの笑顔のためにというタイトルのガイドライン

を読ませていただいて、よくできているし、きめ細かくできて

いるなと感心したのですけれども、ある教員の方にお話を伺

いましたら、これを見るというところのページ数、すごい量が

多いですけれども、普段から私たちは当然やっていることな

のですと。具体的にこういうふうに書かれてみて、私たちは実

際やっているんだなということを改めて知ることができまし

たし、実際、現場の先生方は、今までやっていたことにプラス

アルファになっているぐらいで、今までこういうふうに気を

使ってやってくださっていたんだなと感じました。 

 こういうことも、保護者や地域の人たちと共有できる情報

の場があると、またいいんじゃないかなと思いましたので、是
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非、学校と地域と保護者がお互いに共有できるようにしてい

ただければなと、改めて思いました。 

○市 長  ありがとうございます。 

 貴重なご意見をいただきましてありがとうございました。 

 ３月の一斉臨時休校以降、教育現場や子どもの居場所に関

しましては、いまだかつてないような対応を求められてまい

りましたが、教育委員会、こども未来部をはじめそれぞれの所

感部局が互いに連携をしまして、様々な取組に対応いただい

たと思っています。特に教職員の皆さま、放課後児童クラブの

支援員の方々は、感染予防対策をしっかりと講じていただき、

子どもの安全、安心を確保していただいたことを、本当にあり

がたく思っています。これからも感染予防対策を行いながら、

平時における子どもたちの教育や居場所などの環境をさらに

向上させる必要があると考えているところです。そのために

は、全市を通じた連携がこれまで以上に必要であると考えて

おりますが、これに関して、教育委員の皆様からご意見を頂戴

いただければと思います。 

○市嶋委員  教育委員会との連携についてということなのですけれど

も、５月までは緊急事態宣言ということで、ほかの委員も市長

もおっしゃっておられましたけれども、子どもにとって様々

な活動が制限されてきて、子どもにとって一番大事だと思う

体験ですとか経験というものができないままになってしまっ

ているというところを、非常に私もかわいそうだなと思って

きました。 

 その中で、これからというところを見据えて、親御さんから

も通常の事業ですとかイベントですとかそういったものが、

いつぐらいから今までと同じように開催していけるものなの

かというような話も、徐々に出てきているのかなと思います。

 学校、家庭、また公共施設などもしっかりと感染予防対策も

されていますし、そんな中で、いかにして通常に近い生活活動

に戻していくというところも、これからいつこれが終息に向

かうのか分かりませんけれども、同時に考えていかなければ

いけない部分かと思っています。 

 例えば、スポーツ大会などもいろいろ中止になりましたけ

れども、これから先の話として、例えばこれぐらい狭いエリア

の中でやるのであれば、ある程度は許可が、やっていいよとい

うような雰囲気ができてくるとか、文化活動などもそうです

けれども、ある一定の方向というところをみんなで作ってい

くという感覚も、これから大事になってくるのかなと感じて

います。特に卒業するようなお子さんを抱えている親御さん
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は、一番子どもにとって思い出になるような大会とか中止に

なって、非常に寂しい思いをされていると思いますので、その

分、それに代わる場所を用意してあげたいと思っていらっし

ゃる思いも、ぜひ何かの形で酌んでいただけたらなと思いま

す。 

 ただ、リスクを考えるとなかなかそうもいかないという現

状もあろうかと思いますので、そういった目安を少しずつ示

していくということと、あとはしっかり予防と現状を見極め

ていただいたうえで、子どもにとって一番かけがえのない体

験、経験というものをなるべく前向きにというか、体験させて

いただけるような環境づくりも併せて作っていってあげられ

ればということで、市としても、何かそうやって動き出せる部

分を、ぜひ発信していっていただければありがたいと思って

います。よろしくお願いします。 

○市 長  ありがとうございます。 

 田中委員、お願いします。 

○田中委員  休校中とか分散登校中には、放課後児童クラブが午前中か

らの開設となりました。そのために、施設の職員の心身の負担

が非常に増加しまして、なかなかうまくローテーションを回

すことができないということで、苦労したところも多くあっ

たと聞いています。そうした中で、学校と放課後児童クラブと

で、例えば受け入れる子どもの数を調整するとか、あるいは地

域ごとのまとまりを作って、学校として交互に子どもを受け

入れたりするというような形で、少しでも放課後児童クラブ

の職員の負担を減らすというようなことが、いろいろなとこ

ろでさまざまな工夫をされながら行われていたと聞いていま

す。 

 何人もの校長から「同じ当校の子どもですから。」とか、「ひ

まわりクラブの職員が本当によくやってくれるんですよ。」と

いう言葉をたくさん聞くことができました。教育委員会と市

長部局との連携が、現場で汗を流している、そういう方々にま

でしっかりと浸透し、まさにワンチーム、チーム新潟市という

ようなことをとても強く心に感じた次第であります。 

○市 長  ありがとうございます。 

 本市では学校が休校している間、学習支援コンテンツのイ

ンターネットでの配信や、テレビ放映なども新たな取組とし

てやりましたけれども、今後、新型コロナウイルスの第２波、

それから第３波の感染拡大ということも懸念をされておりま

す。再度学校園を休校としなければならなくなったときのこ

とを考えておかなければならないと思います。そのためには、
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相互学習を進めるためのオンライン学習の必要性を検討して

いく必要性を感じています。 

 本市では、今年度末に小中学校等への一人１台端末の整備

を行う予定ですけれども、併せてオンライン学習についても

課題を整理し、今後の方向性を見極めていく必要があると考

えています。 

 そこで、教育委員の皆様に、このことについてのお考えを是

非お聞かせ願いたいと思います。 

 五十嵐委員、お願いします。 

○五十嵐委員  学習支援コンテンツということで、今回テレビ放映という

ことが、インターネット環境のないご家庭のためにもするこ

とがあったということで、視聴されたご家庭の方もいらっし

ゃったと聞いております。私自身も確認させていただきまし

たけれども、非常にすばらしい内容でございました。 

 やはりパソコン環境がご家庭にないという家庭の方もいら

っしゃいますので、ぜひ公共の空間、学校ですとかあるいは再

放送、もしくはレンタルなどの形で、家庭が幅広く見ることが

できる状況を作っていただきたいということが一つと、もう

一つは、ＩＣＴ化ということで前倒しにさせていただいたと

いうことも聞いておりますけれども、子どもたちはもちろん、

学校園や地域、そして市の皆さまにとっても、非常に劇的な変

化が起きていると考えております。劇的な変化の中で子ども

たちが誰一人取り残されることなく、学習の機会を得られる

ようにということで頑張っていただいていると思っておりま

すので、ぜひ各部署、そして各ファクターである学校、家庭、

地域の皆様と心と力を合わせて一生懸命やっていただくこと

を引き続きお願いしたいと考えております。 

○市 長  ありがとうございます。 

 市嶋委員、お願いします。 

○市嶋委員  ＩＣＴ教育についてご意見させていただきたいと思いま

す。 

 今回、コロナウイルスに関連して、以前から推進されてきた

一人１台端末ということで、ＩＣＴ教育ということが早く実

現されようとしていますけれども、子どもたちにとっても、本

当にこの時代の変化に合わせた学習環境が整っていくという

ことは、本当にいいことだと思っています。その一方で、早く

環境整備をしていくという中で、いろいろな問題が出てくる

かなというふうにも思っております。 

 ＧＩＧＡスクール構想の資料を見させていただきましたけ

れども、学習問題もデジタル化したり、あとは学習システムと
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いったものを作りながら、それを支援するための人の確保と

いうところも触れられておりました。その中でも、やはり機械

を入れて終わりということにならずに、これから先、学習のコ

ンテンツ、中身の充実とあとはそれを維持する、サポートする

人の力という、この二つが欠かせなくなってくるものと思っ

ています。 

 企業などでも、情報漏洩とかのリスク対策とか、トラブルの

ときの補修業務とか、見えない部分にたくさんの人の力、ま

た、お金をかけてやっている時代になってまいりました。 

 先生方の働き方を見直している中で、またこれによって先

生方の負担が極端に増えるようなことがあってはいけないこ

とだと思いますし、また、これから配置される予定になってい

るＩＣＴを支援してくれる支援員の方ですか、こういった方

も何校にお一人ということになるのかなと思いますけれど

も、適正な配置が是非ともなされるようにお願いしたいと思

いますし、先生方はやはり子どもに教えるというプロの皆さ

んですから、ＩＣＴを使って自分の学校の子どもたちに合わ

せた学習をどのように用意しようかとか、中身についてしっ

かり議論できるような時間や仕組みの確保もこれからぜひと

もお願いしたいと思っています。 

 特に新潟市独自でこのＩＣＴ教育が学校と地域と保護者、

この三者の中で進んで行けば、今、成功している地域教育コー

ディネーターの皆さんの活動と並んで、新潟市の先駆けた成

功例になればいいなということで、非常に期待をさせていた

だいております。特にパソコンを使った教育というのは、大人

になっても、特に都市部と違って新潟に住んでいながらも、世

界相手に仕事をしていける、そういった価値とか仕事を目指

していける人材に、子どもたちがなっていけばいいなと思っ

ていますので、ＩＣＴ教育については引き続き積極的な推進

をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○市 長  小野沢委員、お願いします。 

○小野沢委員  今、市嶋委員の発言にもあったように、ＩＣＴ教育、インタ

ーネットを使ってオンラインでということを考えると、新潟

市の人口減の対策にもなるのではないかと思うくらい、新潟

にいながらにしていろいろなことができるわけですね。それ

に最初に触れるのが、学校でのオンライン授業だったり、ＩＣ

Ｔ教育を使ったものだったりすることを考えると、これから、

今までもインターネット配信ですとか、テレビでの動画配信

というのは、テレビを使ってというのは確かに環境が整って

いない子どもたちにとって、それを録画して見てもらったり
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というところで、重要なツールだったと思うのですが、今後や

っていくうえでは、双方向というのがとても大事ではないか

と思うのです。 

 ただ一方的に送るのではなく、受けている子どもたちの顔

を見ながらいろいろな意見、子どもたち自身も、友だちが一緒

にいないけれどもどういう意見を言ってくれるんだろうとい

うのを、パソコンの中で例えば子どもたちの顔を見ながら授

業を受けられる。普段は背中しか見えないけれども顔が見え

る。顔を見ながら広がりのある意見を聞くことができたり、先

生方も理解度を量ることができるというような点では、今後

の方法として、オンラインの双方向の授業のあり方、それから

チャットを利用したりすると、今まで授業中に非常におとな

しかった子どもからの意見も、質問なども受けやすくなると

いう話も聞いていますので、そういったところを充実してほ

しいです。 

 新潟市の小学校の中で、マイスターの授業を見させていた

だくたびに、マイスター制度は、素晴らしいなといつも思っ

ているのです。オンライン授業に関してもマイスター制度を

よりよく活用してほしいです。不得手な先生もいらっしゃる

と思います。子どもたちが慣れるより、もしかしたら先生方

が慣れるのに時間がかかるかもしれません。そこをマイスタ

ー、または教育委員会だけでなく新潟市全市でＩＴに強い人

たちを募って専門チームを作って、ワンチームという話があ

りましたけれども、今後ここを充実させていくというのは、

新潟市がほかの地域からも注目を集めるうえでも大変重要な

ことだと思うので、ＩＴ専門チームというようなものを作っ

て、子どもたちにまず力をつけてほしい。そうすると新潟市

が変わっていく事を実感できると思います。新型コロナウイル
スの対策で世界の注目を集めた台湾のＩＴ大臣がいました

ね、ああいう方が新潟市から出現するかもしれないという期

待もあります。まず、子どもたちにはいろいろな可能性があ

りますので、そこを新潟市の教育で支えていってほしいと思

います。よろしくお願いいたします。 

○市 長  ありがとうございました。 

 委員の皆様から本当に多くの、貴重で有益なお話をたくさ

ん頂戴できまして、ありがたく思っています。これまでの内容

を踏まえまして、教育長から一言お願いしたいと思います。 

○教育長  今回の新型コロナの対応につきましては、学校も私たち行

政も、保護者の皆さんも初めてのことだらけの中で、子どもた

ちの安全安心を第一としながら、こうした状況の中で、いかに
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して子どもたちの成長を支えることができるか、また、学力を

保障していくことができるかということを、教育委員会の事

務局でも検討を重ねながら取り組んできました。 

 今月から本格的に学校を再開しましたけれども、まだまだ

元どおりの学校生活ができるわけではないですけれども、

様々な制限がある中で、何ができるのか、何をやらなければな

らないのか。本当に改めて学校教育とはどうあるべきかを考

えるいい機会だと思っています。様々な学校行事や大会など

も中止とか縮小をせざるをえない中で、子どもたちの気持ち

ももちろん大事にしながらですけれども、ただ毎年やってき

たからではなくて、本当に必要なものかどうかというのも、考

え直さなければならないと思っています。 

 また今回、放課後児童クラブと小学校の関わりも、多くの学

校ではこれまでもうまくやってきましたけれども、やはりな

かなかうまくいかないところがあったというのも事実という

中で、今回の対応の中で、お互いに理解が深まって、距離が縮

まっていい関係になってきたなと思っています。 

 それから休校時における学習保障ということで、オンライ

ン授業など、ＩＣＴ端末を活用した学習の環境整備というの

が一気に加速されてきました。まだまだ課題もありますけれ

ども、今後一人１台をいかに有効に活用して、様々な学習がで

きるか、それから併せて新潟市でもずっと増加傾向である不

登校児童生徒への対応などにも活用していくことを考えてい

きたいと思っています。 

 今回、コロナで大変だ、大変だというのもたくさんあります

けれども、これを機によりよい教育活動になるように、そして

子どもたちがこれまで以上に笑顔になるように、様々な教育

環境の整備と併せて市長部局とも一層連携しながら、そして

今現在コロナ対策ということで少しご遠慮いただいています

けれども、地域の皆様ともできればこれまで以上に連携しな

がら、みんなで子どもたちを支えていくというこれまでの新

潟市の教育をこれからも進めていきたいと思っています。 

 子どもたちも教職員も、今学校が始まってまだちょっと気

が張っているというような状態だと思いますけれども、この

ストレスがこれからまた徐々に心身の不調になって現れてく

ることも十分に考えられますので、子どもたちももちろんで

すけれども、教職員も含めて教育委員会としてもケアをして

いきたいと思っています。 

○市 長  ありがとうございました。 

 これまでの新型コロナウイルス感染症拡大防止対策とし
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て、学校の一斉休校をはじめ、私たちはこれまで経験したこと

のない事態への対応を、子どもたちや保護者、また、教職員が

迫られたと思っています。今回の休校によって、学校は児童生

徒が集い、学び、互いにかかわる場であり、それによって地域

や家庭、社会に活力を与えるうえでもとても大事な場という

か存在であることということを、多くの方々が実感したので

はないでしょうか。 

 新型コロナウイルス感染症を征服するまでは、もう少し時

間がかかると思います。今後も感染予防に細心の注意を払い

ながらも子どもたちを取り巻く教育環境をどう確保していく

かが大きな課題であるということを、本日は確認することが

できました。 

 これからも本市が一体となって、さらに関係機関などと連

携共同しながら教育施策を進めていく必要があると考えてお

ります。 

 本日は、皆さまから本当に示唆に富む有益なお話をいただ

きまして、誠にありがとうございました。 

 それでは本日の会議の議題を終了とさせていただきます。

進行を事務局に返します。 

○司会

（政策企画部長）

 教育委員の皆さま方からはコロナ対策の取組であったり、

そして市長部局とのさらなる連携、そして教育の安心化とい

った多様なご意見を頂戴いたしました。大変ありがとうござ

いました。 

 次回の会議日程につきましては、後日ご連絡を差し上げた

いと思います。 

 これをもちまして第１回目の総合教育会議を終了させてい

ただきます。本日は誠にありがとうございました。 


